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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基を結合した顔料を含有する修
飾顔料生成物であり、ここでＸは顔料に直接に結合し、アリーレン、ヘテロアリーレンも
しくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、そしてＡｌｋは６０～２００の炭
素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。
【請求項２】
　非水性溶媒ならびに請求項１に記載の修飾顔料生成物を含有する分散体組成物。
【請求項３】
　ａ）基板および　ｂ）放射線吸収層を含む印刷版であり、放射線吸収層は式－Ｘ－Ｓｐ
－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基を結合した顔料を含む少なくとも１つの修飾
顔料生成物を含有し、ここでＸは顔料に直接に結合し、アリーレン、ヘテロアリーレンも
しくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、Ａｌｋは６０～２００の炭素原子
を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。
【請求項４】
　放射線吸収層がさらにポリマーを含有する請求項３記載の印刷版。
【請求項５】
　Ｓｐが次の式；
　　【化３】
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　を有するサクシンイミジル基である請求項３記載の印刷版であり、ここでＱは結合もし
くは-ＳＯ2Ｃ2Ｈ4（ＮＲ'Ａｌｋｙｌｅｎｅ）p－基を示し、基Ａｌｋｙｌｅｎｅは線状も
しくは分枝Ｃ1～Ｃ12アルキル基であり、Ｒ'は、独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル基、
もしくは（ＡｌｋｙｌｅｎｅＮＲ）pＲ基であり、ｐは０～１０の整数、そしてＲは、同
一もしくは異なっていてもよく、水素または置換もしくは非置換アリ－ルもしくはアルキ
ル基を示す。
【請求項６】
　パターンを境界づける少なくとも放射線吸収層を選択的に除去もしくは化学的に修飾す
るべき画像を示すパターンで、印刷版をレーザー出力に選択的に露光させることを含む請
求項３記載の印刷版の画像形成方法。
【請求項７】
　パターンを境界づける画像形成層の部分を除去することのできる溶媒に印刷版をさらす
ことをさらに含む請求項６記載の方法。
【請求項８】
　ａ）基板、ｂ）ＵＶ硬化性層およびｃ）放射線吸収層を含むフレキソ印刷版であり、放
射線吸収層は式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基を結合した顔料を
含む少なくとも１つの修飾顔料生成物を含有し、ここでＸは顔料に直接に結合し、アリー
レン、ヘテロアリーレンもしくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、Ａｌｋ
は６０～２００の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。
【請求項９】
　放射線吸収層がさらにポリマーを含有する請求項８記載のフレキソ印刷版。
【請求項１０】
　ａ）インク層、ｂ）光熱層およびｃ）支持体を含む感熱転写記録材料であり、光熱層は
式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基を結合した顔料を含む少なくと
も１つの修飾顔料生成物を含有し、ここでＸは顔料に直接に結合し、アリーレン、ヘテロ
アリーレンもしくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、Ａｌｋは６０～２０
０の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。
【請求項１１】
　光熱層がさらにポリマーを含有する請求項１０記載の感熱転写記録材料。
【請求項１２】
　ａ）放射線透過支持体、ｂ）放射線硬化性層およびｃ）受容層を含むプルーフィング材
料であり、放射線硬化性層は式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基を
結合した顔料を含む少なくとも１つの修飾顔料生成物を含有し、ここでＸは顔料に直接に
結合し、アリーレン、ヘテロアリーレンもしくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ基
を示し、Ａｌｋは６０～２００の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。
【請求項１３】
　放射線硬化性層がさらにポリマーを含有する請求項１２記載のプルーフィング材料。
【請求項１４】
　透明な基板上に感光性コーティングを付着させること、コーティングを画像態様に露光
させ、そしてコーティングを現像および乾燥することにより形成されるブラックマトリッ
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クスであり、感光性コーティングは溶媒ならびに式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なく
とも１つの有機基を結合した顔料を含有する修飾顔料生成物を含有し、ここでＸは顔料に
直接に結合し、アリーレン、ヘテロアリーレンもしくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペ
ーサ基を示し、そしてＡｌｋは６０～２００の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキ
ル基を示す。
【請求項１５】
　さらに感光性樹脂を含有する請求項１４記載のブラックマトリックス。
【請求項１６】
　マイクロカプセルの配列を含む電気泳動ディスプレイであり、マイクロカプセルは絶縁
流体ならびに式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基を結合した顔料を
含有する修飾顔料生成物を含有し、ここでＸは顔料に直接に結合し、アリーレン、ヘテロ
アリーレンもしくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、そしてＡｌｋは６０
～２００の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。
【請求項１７】
　非水性ベヒクルならびに式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基を結
合した顔料を含有する修飾顔料生成物を含有する非水性インクジェット用インク組成物で
あり、ここでＸは顔料に直接に結合し、アリーレン、ヘテロアリーレンもしくはアルキレ
ン基を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、そしてＡｌｋは６０～２００の炭素原子を含むア
ルケニルもしくはアルキル基を示す。
【請求項１８】
　非水性コーティング組成物における請求項１記載の修飾顔料生成物の使用。
【請求項１９】
　ポリマー組成物における請求項１記載の修飾顔料生成物の使用。
【請求項２０】
　非水性インク組成物における請求項１記載の修飾顔料生成物の使用。
【請求項２１】
　トナー組成物における請求項１記載の修飾顔料生成物の使用。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
発明の背景
１．発明の分野
　本発明は修飾顔料生成物、これらの修飾顔料生成物の分散体組成物、ならびに電気泳動
ディスプレイ（electrophoretic displays）、インク、コーティングおよびプラスチック
を含む、いくつかの用途におけるこれらの修飾顔料生成物に関する。さらに本発明は基板
および放射線吸収層を含む印刷版に関し、そこで放射線吸収層は少なくとも１つの修飾顔
料生成物を含む。
２．関連技術の説明
　顔料はインク、コ－ティング、トナー、プラスチック、ゴム、フィルム、ディスプレイ
等のような種々の用途において使用されている。これらの用途のそれぞれにおける共通の
目的は実質的に、そして均一に分散されることができ、そして、顔料により示される色お
よび他の性質が、顔料を配合する組成物および材料中に均一になるように、組成物中に分
散されたままであることができる顔料を提供することである。
【０００２】
　顔料の分散性および分散安定性における改良は従来より試みられており、顔料上に種々
の界面活性剤を被覆もしくは吸着することを含んでいた。しかし、単に顔料を吸着もしく
は被覆することは潜在的にいくつかの不利を有する。第１に、顔料上の吸着された界面活
性剤の量は、インクのための溶媒のような周囲の材料の性質に依存する。このような状況
で、界面活性剤が顔料および溶媒の表面間で平衡にありうるからである。界面活性剤およ
び溶媒を含む溶解性の問題も有効になりうる。吸着された界面活性剤を果たす他の考慮は
顔料の濃度、使用される界面活性剤の種類、ならびに温度および顔料を含む組成物もしく
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は材料のｐＨである。これらの性質のいかなる１つ以上も、顔料の表面から界面活性剤の
除去を生じさせ、そしてバルク液体もしくは媒体に追加の界面活性剤を創り出しうる。こ
れは、代わって、分散安定性、ならびに気泡、表面張力、粘度、膜強さ、膜弾性等のよう
なバルク液体の他の特性を否定的に果たしうる。加えて、従来の顔料で見出されうる過剰
の界面活性剤も可塑的もしくは膜形成特性、たとえば色、強さ、伸び、弾性等に有害であ
りうる。顔料上に材料を吸着もしくは被覆する使用の１例は米国特許５，２００，１６４
に記載されている。これは、カーボンブラックの分散特性を改良するための処理剤として
少なくとも１つの長鎖アルニケルもしくはアルキル基ならびに少なくとも１つのアミン基
を含む化合物の使用を開示する。改良された分散性が生じるが、使用される処理剤は顔料
に結合されず、したがって上述の問題が当てはまる。
【０００３】
　このように、上述の不利な点の１つ以上を克服することに関して顔料の分散性および分
散安定性を改良する要望がこの分野にある。顔料の分散性を改良する１つの解決等は、少
なくとも１つの有機基を顔料に結合することであった。これらの種類の顔料の調製は、た
とえば米国特許５，８５１，２８０、５，５５４，７３９、６，０４２，６４３および５
，８３７，０４５ならびにＰＣＴ公開ＷＯ　９９／２３１７４に記載されており、これら
のすべては引用によりことに組入れられる。有機基は種々の媒体における安定な分散を得
るために選ばれうる。これらの修飾顔料を含む水性および非水性組成物も米国特許５，５
７１，３１１、５，７１３，９８８、５，６７２，１９８および５，７０７，４３２なら
びにＰＣＴ公開ＷＯ　９９／５１６９０に記載されており、これらのすべては引用により
ここに組入れられる。この解決策は顔料の分散性を改良するが、炭化水素溶媒のような特
定の媒体において分散しうる顔料を得る必要性が存在する。
【０００４】
　顔料分散性は、顔料が印刷版における光熱変換材料として使用されるときに、重要であ
る。
【０００５】
印刷版は画像再生のいくつかの領域で使用され、平版印刷（lithographic printing）(of
fset(オフセット)もしくはplanograplic printing(平版印刷)としても知られる)、フレキ
ソ印刷（flexographic printing）およびグラビア印刷（さらに凹版（intaglio）もしく
は輪転グラビア（rotogravure）ともいわれる）を含む。通常、印刷法は版上での画像の
現像につづいてインクに接触させることを含む。
【０００６】
　平板印刷版は印刷コピーを製造するために最も広く使用されている。通常、赤外もしく
は近赤外レーザー画像形成しうる平版印刷版は少なくとも次の層：粗面化（grained）金
属、もしくはポリエステルプレートもしくはシート状基板およびその上に被覆された放射
線吸収層を含む。基板もしくは被覆プレートの表面のための保護層も使用されうる。基板
上に被覆されるとき、この保護層も接着促進プライマーとして役立ちうる。他の層も、た
とえば、層間の接着力および印刷版の耐久性を向上するために使用されうる。
【０００７】
　一般に、放射線吸収層は画像形成放射線およびポリマーレジンもしくはバインダーと相
互作用しうる光熱変換剤を含む。画像形成プロセスにおいて、版の領域は放射線吸収層を
除去もしくは化学的に修飾しうるレーザー出力もしくは他の熱源に選択的に露光される。
通常、感熱性平版印刷版は８００から１２００nmの波長を有する放射線に露光される。レ
ーザー出力は印刷版にパターンを境界づけ、パターンを境界づける放射線吸収層のこれら
の領域のみを除去するか、または化学的もしくは物理的に修飾する。その後、印刷版は、
残っていればパターンを境界づける露光領域を除去することのできる溶媒にさらされるこ
とによりさらに現像され、または所望ならば版は非露光領域が除去されるように現像され
うる。このような印刷版の種々の従来の成分および方法の詳細は、米国特許５，４９３，
９７１；米国特許５，７０５，３０８；ＥＰ８０３７７１Ａ１；ＥＰ７７０４９４Ａ２；
ＥＰ７７０４９５Ａ１；ならびにＰＣＴ公開ＷＯ９６／２０４２９およびＷＯ９８／３１
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５５０に記載されており、ここで示される特許は、そのすべてが引用によりここに組入れ
られる。
【０００８】
　いくつかの種類のポリマーは放射線吸収層に使用されている。典型的なポリマーはポリ
ウレタン、ポリ（ビニルアルコール）、ポリアクリレート、ポリスチレン、スチレン－ア
クリレートポリマー、金属酸化物ポリマー、エポキシ樹脂およびフェノールポリマーを含
む。
【０００９】
　光熱変換材料は顔料もしくは染料のいずれであってもよい。たとえば、ＵＶおよびＩＲ
反応性染料はフェノール印刷版用途において開示されている（ＤＢＰ８７９０２５および
ＷＯ９７／３９８９４参照）。カーボンブラックのようなＩＲ吸収顔料も平版印刷版に有
用であることが示されている（たとえば、ＷＯ９９／０８１５７，ＷＯ９６／２０４２９
、ＷＯ９９／１１４５８、およびＵＳ６，０６０，２１８参照。そこではカーボンブラッ
クがフェノールポリマー中に存在する）。
【００１０】
　カーボンブラックのような顔料は幅広いバンドの放熱線吸収剤であり、それ自体、染料
を超える性能の向上を提供する。しかし、印刷版における光熱変換材としてカーボンブラ
ックのような顔料の有効性はポリマーにおける顔料の分散性に依存する。このように、印
刷版を製造するのに用いられるポリマーにおいて、改良された分散性を有するカーボンブ
ラックのような顔料を含む印刷版に対する必要性がある。
【００１１】
　カルボン酸塩もしくはスルホン酸塩官能基を有するように修飾されたカーボンブラック
も平版印刷版に使用するために開示されている。たとえば、ＮＯ９９／０４９７４、ＷＯ
９９／１９１４３、ＷＯ９９／１９１４４、ＷＯ９９／３７４８２およびＷＯ９９／３７
４８１参照。しかし、これらは印刷版用途における非イオン基を含む修飾カーボンブラッ
クの使用について何ら開示していない。
【００１２】
　ＰＣＴ公開ＷＯ　９９／５１６９０は少なくとも１つの修飾顔料生成物を含む印刷版を
開示する。これらの修飾顔料は少なくとも１種のポリマー官能性を結合した顔料を含む。
このような修飾顔料は従来技術に対する改良を提供するが、印刷版用途、ならびに電気泳
動ディスプレイ、インク、コーティングおよびプラスチックスを含む用途における良好な
分散体および画像形成性能を与える修飾顔料生成物に対する必要性は残っている。
発明の要約
　本発明は、式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基を結合した顔料を
含有する修飾顔料生成物に関し、ここでＸは顔料に直接に結合し、アリーレン、ヘテロア
リーレンもしくはアルキレン基を示し、Ｓｐはスペーサ基を示し、そしてＡｌｋは５０～
２００の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。
【００１３】
　さらに本発明は、非水性溶媒好ましくは炭化水素溶媒、ならびに式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋ
により示される少なくとも１つの有機基を結合した顔料を含む少なくとも１つの修飾顔料
生成物を含有する分散体組成物に関する。
【００１４】
　さらに、本発明は、電気泳動ディスプレイ、インク、インクジェット用インク、コーテ
ィング、プラスチックス、およびトナーにおける、本発明の修飾顔料生成物の使用に関す
る。
【００１５】
　さらに本発明は、基板および放射線吸収層を含む印刷版に関し、そこで放射線吸収層は
ポリマーならびに式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋにより示される少なくとも１つの有機基を結合し
た顔料を含む少なくとも１つの顔料生成物を含む。
【００１６】
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　さらに本発明は、本発明の印刷版の画像形成方法に関する。
【００１７】
　さらに本発明は、本発明の修飾顔料生成物を含む平版もしくはフレキソ印刷版、感熱転
写記録材料、プルーフィング材料、およびブラックマトリックスに関する。
【００１８】
　前述の一般的説明および次の詳細な説明は例示的および説明的にすぎず、請求項に規定
される本発明をさらに説明しようとするものであることが理解されるべきである。
発明の詳細な説明
　本発明は、一般的に、修飾顔料生成物、該修飾顔料生成物を含む分散体組成物、ならび
に基板および該修飾顔料生成物を含有する放射線吸収層を含む印刷版、に関する。種々の
用途における修飾顔料生成物の使用も記載される。
【００１９】
　本発明の修飾顔料生成物は式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋで示される少なくとも１つの有機基を
結合した顔料を含む。本発明の顔料生成物は、これらの有機基が顔料に決合し、吸着され
た基、たとえばポリマー、界面活性剤等に比べて顔料上に基の安定な結合を与えるように
修飾される。
【００２０】
　基Ｘはアリーレン、ヘテロアリーレンもしくはアルキレン基を示す。Ｘは顔料に直接に
結合される。さらに、芳香族基も１つ以上のアルキル基もしくはアリール基のようないか
なる基で置換されていてもよい。好適には、アリーレンもしくはヘテロアリーレン基は、
フェニレン、ナフチレン、もしくはビフェニレンである。Ｘがアルキレン基を示すとき、
例は置換もしくは非置換アルキレン基であり、分枝もしくは非分枝でありうるが、これら
に限定されない。アルキレン基は１つ以上の基、たとえば芳香族基で置換されうる。好適
な例は、メチレン、エチレン、プロピレンおよびブチレン基のようなＣ1～Ｃ12基を含む
が、これらに限定されない。好適には、Ｘはアリーレン基である。
【００２１】
　基Ｘは１つ以上の官能基で置換されていてもよい。官能基の例はＲ'、ＯＲ'、ＣＯＲ'
、ＣＯＯＲ'、ＯＣＯＲ'、カルボン酸塩、ハロゲン、ＣＮ、ＮＲ２'、ＳＯ3Ｈ，スルホン
酸塩、－ＯＳＯ3、ＮＲ'（ＣＯＲ'）、ＣＯＮＲ'2，ＮＯ2、ＰＯ3Ｈ2、ホスホン酸塩、リ
ン酸塩、Ｎ＝ＮＲ'、ＳＯＲ'、ＮＳＯ2Ｒ'を含むがこれらに限定されず、ここでＲは同一
もしくは異なっていてもよく、独立して水素、分枝もしくは非分枝Ｃ1～Ｃ20の置換もし
くは非置換、飽和もしくは非飽和炭化水素、たとえばアルキル、アルケニル、アルキニル
、置換もしくは非置換アリ－ル、置換もしくは非置換ヘテロアリ－ル、置換もしくは非置
換アルカリール、または置換もしくは非置換アラルキルである。
【００２２】
　基ＡｌＫは５０～２００の炭素原子を含むアルケニルもしくはアルキル基を示す。好適
にはアルケニルもしくはアルキル基は６０～１００の炭素を含有する。いくつかの種類の
アルケニルもしくはアルキル基は本発明の修飾顔料生成物のために有用である。好適には
アルケニルもしくはアルキル基は５０～２００の炭素原子、もっと好適には６０～１００
の炭素を含むブテンのポリマーである。好適なアルケニルもしくはアルキル基の例はイソ
ブテン、ブテン、もしくはプロペンのポリマーもしくはオリゴマーを含むが、これらに限
定されない。
【００２３】
　基Ｓｐは上述のようにスペーサ基を示す。ここで用いられるスペーサ基は２つの基の間
の連結であり、結合もしくは化学基でありうる。化学基の例は、－ＣＯ2－，－Ｏ2Ｃ－，
ＣＯ－，－ＯＳＯ2－，－ＳＯ3－，－ＳＯ2－，－ＳＯ2Ｃ2Ｈ4Ｏ－，－ＳＯ2Ｃ2Ｈ4Ｓ－
，－ＳＯ2Ｃ2Ｈ4ＮＲ－，－Ｏ－，－Ｓ－，－ＮＲ－，－ＮＲＣＯ－，－ＣＯＮＲ－，－
ＮＲＣＯ2－，－Ｏ2ＣＮＲ－，－ＮＲＣＯＮＲ－，－ＮＲＣＯＣＨ（ＣＨ2ＣＯ2Ｒ）－，
－ＮＲＣＯＣＨ2ＣＨ（ＣＯ2Ｒ）－，－Ｎ（ＣＯＲ）（ＣＯ）－，アリーレン基、アルキ
レン基、式：



(7) JP 5230886 B2 2013.7.10

10

20

30

40

50

【００２４】
【化５】

【００２５】
を有するサクシンイミジル基等を含むが、これらに限定されない。Ｑは結合もしくは-Ｓ
Ｏ2Ｃ2Ｈ4（ＮＲ'Ａｌｋｙｌｅｎｅ）p－基を示し、基Ａｌｋｙｌｅｎｅは線状もしくは
分枝Ｃ1～Ｃ12アルキル基であり、Ｒ'は、独立して、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル基、もしく
は（ＡｌｋｙｌｅｎｅＮＲ）pＲ基であり、ｐは０～１０の整数である。Ｒは、同一もし
くは異なっていてもよく、水素または置換もしくは非置換アリ－ルもしくはアルキル基を
示す。
【００２６】
　好適には、基Ｓｐは上述の式を有するサクシンイミジル基であり、そして基Ａｌｋはイ
ソブチレンのポリマーもしくはオリゴマーである。このように、式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋは
最も好適にはポリイソブテニルサクシンイミジルフェニル基である。さらに、好適な基Ｓ
ｐは上述の式を有するサクシンイミジル基であり、ここでＱは-ＳＯ2Ｃ2Ｈ4（ＮＲ'Ｃ2Ｈ

4）p－基であり、Ｒ'は独立して水素もしくは（Ｃ2Ｈ4ＮＨ）pＨ基であり、そしてｐは１
～１０の整数である。この後者の種類の基は、たとえばＣｈｅｖｒｏｎから商業的に入手
しうるＯＬＯＡ化学添加剤（たとえばＯＬＯＡ－１２００）のようなポリエチレンイミン
サクシンイミド誘導体から調製されうる。
【００２７】
　有機基は種々の量、すなわち低もしくは高い量で顔料に結合されうる。結合される量は
、所望の性能特性、たとえば炭化水素溶媒における分散性および/またはポリマーレジン
もしくはバインダーにおける分散性を得るために変動されうる。加えて、修飾顔料生成物
は多くの結合有機基を含有し得、改良された性質をもたらし得る。顔料に結合される種々
の基の処理含量はいかなる量であってもよく、そして好ましくは約０．０１～約５．０μ
moles/ｍ2、もっと好ましくは約０．１～約３．０μmoles/ｍ2である。処理剤が５．０μ
moles/ｍ2より大きい含量で使用されるとき、必ずしもすべての処理剤が結合基をもたら
すわけではないが、好適な生成物を生じる。
【００２８】
　いくつかの顔料の種類は本発明に有用である。修飾される顔料は、インク組成物（イン
クジェット組成物を含む）、コーティング組成物（塗料配合物を含む）、液体および固体
トナー、ディスプレイ（電気泳動ディスプレイを含む）、フィルム、プラスチック、ゴム
等に従来使用される顔料でありうるが、これらに制限されない。例は、黒色顔料（たとえ
ばカーボンブラックのような炭素製品）および他の着色顔料（たとえば、ポリマーおよび
有機顔料）を含むが、これらに限定されない。
【００２９】
　適切な炭素製品の例は、黒鉛、カーボンブラック、ビトレアス炭素、炭素繊維、活性木
炭、および活性炭を含むが、これに限定されない。炭素は結晶性もしくは無定形でありう
る。上述のものの微細形態が好適である。さらに、異なる炭素の混合物を使用することも
可能である。いかなる表面積も使用されうる。炭素製品のうち、カーボンブラックが最も
好ましい。
【００３０】
　修飾される顔料は幅広い範囲の従来の着色顔料から選択されうる。好適には、顔料は白
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色顔料、黒色顔料、青色顔料、茶色顔料、シアン顔料、緑色顔料、バイオレット色顔料、
マゼンダ色顔料、赤色顔料、もしくは黄色顔料、もしくは濃淡の色合いまたはそれらの組
合せである。着色顔料の適切な種類は、たとえば、アンスラキノン、フタロシアニンブル
ー、フタロシアニングリーン、ジアゾ、モノアゾ、ピランスロン、ペリレン、ヘテロサイ
クリックイエロー、キナクリドンおよび（チオ）インジゴを含む。フタロシアニンブルー
の典型的な例は銅フタロシアニンブルーおよびその誘導体(Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１
５)を含む。キナクリドンの典型的な例は、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　４８、Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　４９、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｒｅｄ　２０２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０６、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０７、
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０９、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９およびＰｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　４２、を含む。アンスラキノンの典型例はＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ　４３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１９４（Ｐｅｒｉｎｏｎｅ　Ｒｅｄ）、Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｒｅｄ　２１６（Ｂｒｏｍｉｎａｔｅｄ　Ｐｙａｎｔｈｒｏｎｅ　Ｒｅｄ）および
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２２６（Ｐｙｒａｎｔｈｒｏｎｅ　Ｒｅｄ）を含む。ペリレン
の典型例は、ＰｉｇｍｅｎｔＲｅｄ　１２３（Ｖｅｒｍｉｌｌｉｏｎ）、Ｐｉｇｍｅｎｔ
　Ｒｅｄ　１４９（Ｓｃａｒｌｅｔ）、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７９（Ｍａｒｏｏｎ
）、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１９０（Ｒｅｄ）、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ、Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１８９（Ｙｅｌｌｏｗ　Ｓｈａｄｅ　Ｒｅｄ）およびＰｉｇｍｅｎ
ｔ　Ｒｅｄ　２２４を含む。チオインジゴの典型例は、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８６、
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ　１８１、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１９８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　３６、
およびＰｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　３８を含む。ヘテロサイクリックイエローの典型
例はＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２、Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１４、Ｐｉｇｍｅｎｔ
　Ｙｅｌｌｏｗ　１７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　６５、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌ
ｌｏｗ　７３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ、
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１１７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２８および
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１３８を含む。このような顔料はＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏ
ｒａｔｉｏｎ、Ｅｎｇｅｌｈａｒｄ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｅｎｇｅｌｈａｒｄ　Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎおよびＳｕｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎを含む
多数の源から粉末もしくはプレスケーキの形態で商業的に入手しうる。他の適切な着色顔
料の例はＣｏｌａｒ　Ｉｎｄｅｘ、３版（Ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　
ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ，１９８２）に記載されている。黒色顔料の典型例は種々
のカーボンブラック（Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ　７）、たとえばチャンネルブラック
、ファーネスブラックおよびランプブラックを含み、そしてたとえばＲｅｇａｌ（登録商
標）、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）、Ｅｌｆｔｅｘ（登録商標）、Ｍｏｎａｒ
ｃｈ（登録商標）、Ｍｏｇｕｌ（登録商標）、およびＶｕｌｃａｎ（登録商標）の商標で
Ｃａｂｏｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手しうるカーボンブラックを含む（たとえば
Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）２０００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標
）１４００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）１３００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌ
ｓ（登録商標）１１００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）１０００、ＢＩａｃｋ
　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）９００，Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）８８０、Ｂ
ｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）８００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）７
００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）Ｌ、Ｅｌｆｔｅｘ（登録商標）８、Ｍｏｎ
ａｒｃｈ（登録商標）８、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）１４００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録
商標）１３００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）１１００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）１
０００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）９００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）８８０、Ｍｏ
ｎａｒｃｈ（登録商標）８００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）７００、Ｍｏｇｕｌ（登録
商標）Ｌ、Ｒｅｇａｌ（登録商標）３３０、Ｒｅｇａｌ（登録商標）４００、Ｖｕｌｃａ
ｎ（登録商標）Ｐ）。他の適切なカーボンブラックはＰｒｉｎｔｅｘ　４０、Ｐｒｉｎｔ
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ｅｘ　８０、Ｐｒｉｎｔｅｘ　３００、Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｌ，Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｕ、Ｐｒ
ｉｎｔｅｘ　Ｖ、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　４，Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　５，
ＦＷ２００（Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手しうる前述のもの）、Ｒ
ａｖｅｎ　７８０、Ｒａｖｅｎ　８９０、Ｒａｖｅｎ１０２０、Ｒａｖｅｎ　１０４０、
Ｒａｖｅｎ　１２５５、Ｒａｖｅｎ　１５００、Ｒａｖｅｎ　５０００、Ｒａｖｅｎ　５
２５０、（Ｃｏｌｕｍｂｉａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手し
うる前述のもの）および三菱化学株式会社から入手しうるＭＡ１００およびＭＡ４４０を
含むが、これらに限定されない。
【００３１】
　着色顔料は窒素吸着により測定される広い範囲のＢＥＴ表面積を有するのが通常である
。好適には着色顔料は１０ｍ2／g以上、もっと好適には１００ｍ2／g以上の表面積を有し
、それにより比較的小さな１次／凝集粒径に相当する。このような表面積は顔料表面で処
理剤の比較的均一な分布および効率的なレベル、ならびに後処理後に表面修飾着色顔料の
比較的高い％の収率を付与することがわかった。もし着色顔料の好適なもっと高い表面積
（それにより比較的小さな粒径に相当する）が容易に入手し得ないならば、着色顔料は従
来のサイズを細分化もしくは減少させる方法、たとえばボールもしくはジエットミル粉砕
、に供され、顔料を所望の粒径に減少させ得ることは当業者によく知られている。
【００３２】
　本発明の修飾顔料生成物は化学基が顔料に結合されるように当業者に知られている方法
を用いて修飾される。
【００３３】
　たとえば、本発明の修飾顔料生成物は米国特許５，５５４，７３９、５，８５１，２８
０、６，０４２，６４３、５，７０７，４３２、および５，８３７，０４５、およびＰＣ
Ｔ公開ＷＯ９９／２３１７４に記載される方法を用いて調製され得、それらの記載は引用
によりすべてをここに組入れられる。
【００３４】
　顔料生成物は、洗浄によって、たとえばろ過、遠心分離もしくはその２つの方法の組合
わせにより、精製され、未反応原料、副生物塩および他の反応不純物を除去されうる。さ
らに生成物はたとえば蒸発により単離され得、またはそれは当業者に公知の方法を用いて
、ろ過および乾燥により回収されうる。本発明の顔料の分散体はさらに精製もしくは分級
され、製造工程の結果として分散体に共存しうる不純物および他の望ましくない遊離種が
除去されうる。たとえば、顔料分散体は遠心分離のような分級段階に供されることができ
、約１．０μmを超える、好ましくは約０．５μmを超える粒径を有する粒子を実質的に除
去する。加えて、分散体は好適には精製されて未反応処理剤のような望ましくない遊離種
を除去される。メンブランもしくはイオン交換を用いる超ろ過／ダイアフィルトレーショ
ンの公知方法でも分散体を精製し、そして遊離イオン性で望ましくない種の実質的な量を
除去するのに用いられうる。このような付加的な分級および精製方法は１９９９年１月２
９日に出願された米国特許出願Ｎｏ．０９／２４０，２９１にもっと詳しく記載され、そ
れは引用によりここに組入れられる。
【００３５】
　１つの態様において、本発明の修飾顔料生成物は非水性分散体組成物に配合され得る。
このように、本発明は有機溶媒、ならびに式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋにより示される基を含む
少なくとも１つの有機基を結合した少なくとも１つの修飾顔料生成物を含有する改良され
た分散体組成物を提供する。好適には、修飾顔料の量は約０．１％～約４０％、最も好適
には約５．０％～約２０％である。他の添加剤も含まれ得、たとえば界面活性剤および化
学的安定剤である。
【００３６】
　本発明の分散体組成物のために使用され得る非水性溶媒の例は、ヘキサンおよびイソオ
クタンのような線状もしくは分枝脂肪族炭化水素、ＥｘｘｏｎからのＮｏｒｐａｒ（登録
商標）およびＩｓｏｐａｒ（登録商標）溶媒のような脂肪族炭化水素のブレンド、トルエ
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ン、ベンゼンおよびキシレンのような芳香族炭化水素、アルコール類、ポリオール類、ケ
トン類等のような芳香族炭化水素を含む。これらの溶媒の混合物も使用され得る。好適に
は、溶媒は脂肪族もしくは芳香族炭化水素である。
【００３７】
　分散体組成物は当業者に知られているいかなる方法によっても調製され得る。たとえば
、修飾顔料生成物は予備分散体もしくは固体として溶媒中に添加され得る。式－Ｘ－Ｓｐ
－Ａｌｋにより示される基を含む少なくとも１つの有機基を結合した修飾顔料生成物の使
用は実質的な利点を与える。これらの修飾顔料生成物は溶媒中で改良された分散性を有し
、粉砕（ｍｉｌｌｉｎｇ）等の工程を減少もしくは消去する。さらに、分散体組成物の溶
媒は修飾顔料生成物の調製時に使用もしくは添加され得、別個の分散工程の必要性を消去
する。分散体は従来の分散体に比べて改良された安定性を有する。
【００３８】
　もう１つの態様において、本発明の修飾顔料生成物は印刷版用途に使用され得る。
【００３９】
　一般に、印刷版は基板および放射線吸収層を両方含む。さらに他の層も含まれうる。画
像形成プロセスにおいて、版の選択された領域は放射吸収層の１部を除去するか、または
物理的もしくは化学的にこの層を修飾しうる放射線に露光され、その結果、それは未露光
領域よりも現像剤と異なって相互作用しうる。このように、親水性（すなわちインクをは
じく）領域もしくは疎水性（すなわち、インクになじむ）領域が形成される。
【００４０】
　いくつかの種類の基板は、本発明に有用であり、当業者に知られている。好適な基板は
紙、親水性金属、たとえばアルミニウム、特に陽極酸化（anodized）もしくは粗面化（gr
ained）陽極酸化アルミニウム、ならびにポリマー、たとえばポリエステル、特にポリエ
チレンテレフタレート、を含む。しかし他の種類の基板も使用され得る。
【００４１】
　一般に、放射線吸収層は光熱変換材料およびポリマーもしくは樹脂を含む。染料および
顔料の両方とも光熱変換材料として使用され得る。本発明の放射線吸収層はポリマー、な
らびに上述の式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋにより示される少なくとも１つの有機基を結合した顔
料を含む少なくとも１つの修飾顔料生成物を含む。
【００４２】
　使用される顔料の量は放射線吸収層の所望性能に依存する。好ましくは、顔料は約１．
０～約５０．０％、そしてもっと好ましくは約１０．０～４０．０％の範囲で存在する。
【００４３】
　本発明の印刷版はさらにポリマーレジンもしくはバインダーを含みうる放射線吸収層を
含む。ポリマーは柔軟化、硬さ、およびインク適合性のような望ましい物理的および化学
的性質をもつ印刷版を与えるように選ばれる。いくつかの異なるポリマー系が本発明の印
刷版に使用されうる。例はポリウレタン、ビニルアルコール含有ポリマーたとえばポリ（
ビニルアルコール）、ポリアクリレート、ポリスチレン、スチレン－アクリレートポリマ
ー、金属酸化物ポリマー、エポキシ樹脂、およびフェノールポリマーを含むが、これらに
限定されない。種々のコモノマーがポリマーレジンの最終特性をさらに調節するためにこ
れらのポリマーに含まれうる。ポリマーレジンもしくはバインダーの好適な種類はスチレ
ン－アクリレートポリマー、スチレン－ブタジエンポリマー、およびアクリルポリマーで
ある。
【００４４】
　上述の樹脂は当業者に知られているいかなる方法によっても製造され得、フリーラジカ
ル、アニオン、カチオン、および縮重合を含む。分子量のようなポリマー特性は最終的な
版の所望の物理的および化学的性質に依存して選ばれる。たとえば、もし分子量が高すぎ
ると、これは、その中で照射領域を溶解させるのが好適である、たとえばアルカリ媒体中
で現像されるべき最終照射版の能力に影響しうる。一方、もし分子量が低すぎると、版は
粘着性で取扱いが困難になりうる。



(11) JP 5230886 B2 2013.7.10

10

20

30

40

50

【００４５】
　本発明の印刷版は当業者に知られているいかなる方法を用いても調製されうる。上述の
修飾顔料生成物は、たとえば溶媒キャスティングを含むいかなる標準的な配合法を用いて
も任意のポリマーレジンもしくはバインダーに配合されうる。修飾顔料生成物は溶媒中（
水性もしくは非水性）の予備分散体として、ならびに乾燥もしくは部分乾燥された粉末状
態で配合されうる。
【００４６】
　典型的な印刷版形成プロセスにおいて、有機溶媒における顔料の分散体はポリマーレジ
ンの分散体もしくは溶媒と一緒にされ、基板上に膜としてキャストされる。溶媒およびポ
リマーレジンにおける顔料の分散性が良好であればあるほど、版性能は良好になる。本発
明の修飾顔料生成物の１つの具体的な利点は、それらが典型的な版形成プロセスで使用さ
れる溶媒、たとえば炭化水素溶媒における、ならびにポリマーレジンにおける、所望の改
良された分散性を与えることである。
【００４７】
　さらに本発明は任意のポリマーおよび少なくとも１つの修飾顔料生成物からなる放射線
吸収層を含む印刷版の画像形成方法に関し、画像を示すパターンにレーザー出力に版を選
択的に露出させることを含む。照射はパターンを境界づける放射線吸収層の少なくとも１
部を選択的に除去もしくは化学的に修飾するようになされる。さらにこの方法は、パター
ンを境界づける画像形成された層の部分を除去することのできる溶媒を用いて照射された
版を現像することを含む。
【００４８】
　本発明は、赤外もしくは近赤外レーザー画像形成しうる印刷版のような、平版印刷版に
関する上述のように赤外もしくは近赤外レーザー画像形成しうる平版印刷版は少なくとも
次の層：粗面化金属、ポリエステルもしくは紙版もしくはシート状基板およびその上に被
覆された放射線吸収層、を含む。本発明において、放射線吸収層は任意のポリマーレジン
もしくはバインダーならびに上述のように式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋにより示される基を含む
少なくとも１つの有機基を結合した顔料を含む少なくとも１つの修飾顔料生成物を含む。
基板もしくは被覆された版の表面のための保護層も本発明において使用されうる。基板上
に被覆されるとき、さらに保護層は接着促進プライマーとして役立ちうる。他の層もたと
えば層間の接着および印刷版の耐久性を向上するために使用されうる。画像形成プロセス
は上述のとおりである。
【００４９】
　さらに、本発明は赤外もしくは近赤外レーザー画像形成しうる印刷版のようなフレキソ
印刷版に関する。通常、赤外もしくは近赤外レーザー画像形成しうるフレキソ印刷版は少
なくとも次の層：ポリエステル板もしくはシート様基板、ＵＶ硬化性層、およびその上に
被覆される放射線吸収層を含む。本発明において、放射線吸収層は任意のポリマーレジン
もしくはバインダーならびに上述のように式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋにより示される基を含む
少なくとも１つの有機基を結合した顔料を含む少なくとも１つの修飾顔料生成物を含む。
基板もしくは被覆版の表面も本発明において使用されうる。他の層は、たとえば層間の接
着力および印刷版の耐久性を向上するために使用されうる。画像形成プロセスにおいて、
グラビアもしくはフレキソ印刷版は放射線吸収層もしくはそれに隣接する層を除去するこ
と、または化学的に修飾することのできるレーザー出力もしくは他の源に選択的に露光さ
れる。レーザー出力は印刷版上にパターンを境界づけ、そしてパターンを境界づける放射
線吸収層のこれらの部分のみを除去もしくは修飾する。版はついでＵＶエネルギーに露光
される。その後、印刷版は、もし残っていれば同一のパターンを境界づける非露光層を除
去することのできる溶媒にそれを供することによりさらに現像されうる。このような印刷
版についての種々あ従来の成分および方法の詳細はヨーロッパ特許出願ＥＰ０９２８６８
５Ａ２に記載されており、それは引用によりここに全てを組入れられる。
【００５０】
　さらに本発明は感熱転写記録材料に関する。通常、感熱転写記録材料はインク層、光熱
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層、および支持体を含む。本発明において、光熱層は任意のポリマーレジンもしくはバイ
ンダーならびに上述のように式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋにより示される基を含む少なくとも１
つの有機基を結合した顔料を含む少なくとも１つの修飾顔料生成物を含む。基板もしくは
被覆版の表面のための保護層も本発明において使用されうる。他の層も、たとえば記録材
料の層間の接着力を改良し、または層間にクッションを付与するために使用されうる。画
像形成プロセスにおいて、記録材料は支持体を通してレーザーにより露光され得、同時に
感熱転写記録材料は受容材料と接触される。レーザー出力は記録材料上にパターンを境界
づけ、画像を受容材料に転写させる。このような光熱記録材料についての種々の従来の成
分および方法の詳細は日本特許公開ＪＰ１０－１６３９５に記載されており、それは引用
よりここに全てを組入れられる。さらに、これらの感熱転写記録材料は印刷システムにお
けるカラープル－フィング（color proofing）に使用され得、またはそれらは医療診断シ
ステムに使用されうる。
【００５１】
　さらに本発明は、他の種類のプルーフィング材料に関する。一般に、これらのプルーフ
ィング材料は少なくとも次の層：放射線透過支持体、放射線硬化性層および受容層、を含
む。本発明において放射線硬化性層は任意のポリマーレジンもしくはバインダーならびに
上述のように式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋにより示される基を含む少なくとも１つの有機基を結
合した顔料を含む少なくとも１つの修飾顔料生成物を含む。基板もしくは被覆版表面のた
めの保護層も本発明において使用されうる。他の層もたとえばプルーフィング材料の耐久
性および層間の接着力を改良するために使用されうる。画像形成プロセスにおいて、プル
ーフィング材料は支持体を通して、レーザー出力または放射線硬化性層の硬化を生じさせ
ることのできる他の源に選択的に露光される。レーザー出力はプルーフィング材料上にパ
ターンを境界づけ、パターンを境界づける放射線硬化性層のこれらの部分のみを硬化する
。つづいて、支持体が除去される。硬化された画像は受容層に接着され、そして放射線硬
化性層の未硬化部分は支持体とともに除去される。このようなプルーフィング材料につい
ての種々の従来の成分および方法の詳細はヨーロッパ特許出願ＥＰ９２４５６８に記載さ
れており、それは引用によりここに全部を組入れられる。
【００５２】
　さらに本発明は画像ディスプレイに関する。１つの態様において、ディスプレイは液晶
ディスプレイ（ＬＣＤ）である。液晶ディスプレイの例は、たとえば、スーパーツイステ
ッドネマチック（ＳＴＭ）ディスプレイおよび薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）ディスプレイ
を含む。これらの種類の各液晶ディスプレイはブラックマトリックス部分を含む。ブラッ
クマトリックスは、透明な基板上に光熱コーティングを付着させ、そのコーティングを画
像態様に（imagewise）に露出し、現像し、そしてコーティングを乾燥することにより形
成されるのが通常である。本発明において光熱コーティングは感光性樹脂、溶媒、ならび
に上述のように式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋにより示される基を含む少なくとも１つの有機基を
結合した顔料を含む少なくとも１つの修飾顔料生成物を含む。さらに、カラーフィルター
は着色層を含む。たとえば着色層は赤、緑、および黄色、またはシアン、マゼンダおよび
黄色であってもよい。このようなブラックマトリックスについての種々の従来の成分およ
び方法の詳細は日本特許公開ＪＰ１１－６２１１９；ＪＰ１０－３００９２１；ＪＰ１１
－６９１４；ＪＰ１１－１４８２２およびＪＰ１１－１４２６３９に記載されており、こ
れらは引用によりここに全部を組入れられる。
【００５３】
　もう１つの態様において、本発明は電気泳動画像ディスプレイに関する。一般に、電気
泳動ディスプレイは、１つが透明である２つの電極間に配置された粒子を含む。粒子は電
荷を帯び、したがって電極の極性の変化に応答する。このように粒子は顔料の相対電荷に
依存して、各電極、の方向に、もしくは、から離れて移動する。こうして、画像が形成さ
れ、透明電極を通して観察されうる。
【００５４】
　本発明の電気泳動ディスプレイは、絶縁流体およびその中に懸濁される粒子を含むマイ
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クロカプセルの配置を含む。本発明において、電気泳動ディスプレイにおけるマイクロカ
プセルは、上述のように式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋにより示される基を含む少なくとも１つの
有機基を結合した顔料を含む少なくとも１つの修飾顔料生成物を含有する。これらのディ
スプレイにおいて、絶縁流体は修飾顔料生成物と適合し得るいかなる流体であってもよい
。さらに流体は修飾顔料生成物と異なる色彩を持ち、したがって、視覚的な対比を与える
。このようにマイクロカプセルは絶縁流体において本発明の修飾顔料生成物の分散体を含
む。
【００５５】
　さらに、本発明は非水性インクおよびコーティング組成物における修飾顔料生成物の使
用に関する。一般に、インク組成物は液体ベヒクルおよび顔料を含む。コーティング組成
物は液体ベヒクル、バインダー、および顔料を含むのが通常である。本発明のインクおよ
びコーティング組成物において、顔料は上述のように式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋにより示され
る基を含む少なくとも１つの有機基を結合した顔料を含む修飾顔料生成物である。これら
の組成物における溶媒は、たとえば芳香族もしくは脂肪族炭化水素、アルコール類、ケト
ン類およびエステル類のような非水性溶媒である。
【００５６】
　もう１つの態様において、本発明は、ベヒクル、ならびに上述のように式－Ｘ－Ｓｐ－
Ａｌｋにより示される基を含む少なくとも１つの有機基を結合した顔料を含む修飾顔料生
成物、を含む非水性インクジェット用インク組成物に関する。顔料は、いかなるカラー顔
料であってもよい。ベヒクルは非水性液体ベヒクルであり得る。例はＥｘｘｏｎからのＮ
ｏｒｐａｒ（登録商標）およびＩｓｏｐａｒ（登録商標）溶媒のような脂肪族炭化水素、
ならびにトルエンおよびキシレンのような芳香族炭化水素のブレンドを含むが、これらに
限定されない。このように、本発明のインクジェット用インク組成物は固体のインクジェ
ット用インク組成物であり得る。固体ベヒクルの例は低融点ポリマー材料およびワックス
を含むが、これらに限定されない。
【００５７】
　さらに本発明は、ポリマーおよび修飾顔料生成物を含むポリマー組成物における修飾顔
料生成物の使用に関する。修飾顔料生成物は、上述のように式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋにより
示される基を含む少なくとも１つの有機基を結合した顔料を含む。結合した有機基はポリ
マー組成物のポリマーに改良された適合性を与えることができ、したがって組成物の改良
された特性を付与し得る。
【００５８】
　さらに本発明はトナー組成物における修飾顔料生成物の使用に関する。電子写真法にお
いて、静電場パターンを含む画像（潜像）は電子写真部材の絶縁表面で形成される。通常
、その画像は、ついで反対に荷電したトナー粉末と接触されて、視覚化もしくは現像され
る。調色された（toned）画像は、ついで紙のような転写媒体上に転写され、そして熱お
よび／または圧力により固定される。
【００５９】
　一般に、トナー組成物はそこに分散された顔料を有するバインダー樹脂を含む。本発明
において、顔料は上述のように式－Ｘ－Ｓｐ－Ａｌｋにより示される基を含む少なくとも
１つの有機基を結合した顔料を含む修飾顔料生成物である。トナー組成物は乾燥粉末（乾
燥トナー粉末およびキャリア粒子からなる２成分系を含む）もしくは液状形態のいずれで
もありうる。
【００６０】
　本発明は次の例によりさらに明らかにされるが、それは本発明を説明しようとするもの
にすぎない。
例
例１　ポリマーの調製
　無水マレイン酸１７ｇおよびＭＷ１３３０のポリイソブチレン（Ａｍｏｃｏ，Ｃｈｉｃ
ａｇｏ、イリノイ州から入手しうる）２３０ｇが２００℃で、１８時間、窒素雰囲気下で
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機械的攪拌しながら加熱された。反応混合物は室温に冷却され、そしてｐ－フェニレンジ
アミン１８．７ｇが添加された。ついで反応混合物は２００℃で、４時間、加熱された。
冷却後にヘキサンが添加され、いくらかの固体が遠心分離により除去され、残る溶液が真
空下で濃縮された。ポリマーはＮ－（ｐ－アミノフェニル）ポリイソブテニルサクシンイ
ミドであった。
例２　ポリマーの調製
　無水マレイン酸９．３ｇおよびＭＷ９４０のポリイソブチレン（Ａｍｏｃｏ，Ｃｈｉｃ
ａｇｏ、イリノイ州から入手しうる）８０ｇが２００℃で、１８時間、窒素雰囲気下で機
械的攪拌しながら加熱された。反応混合物は室温に冷却され、そしてｐ－フェニレンジア
ミン１０．３ｇが添加された。ついで反応混合物は２００℃で、３時間、加熱された。冷
却後にヘキサンが添加され、いくらかの固体が遠心分離により除去され、残る溶液が真空
下で濃縮された。ポリマーはＮ－（ｐ－アミノフェニル）ポリイソブテニルサクシンイミ
ドであった。
例３　修飾顔料生成物の調製
　水１００ｇ中のＮａＮＯ2１．８７ｇの溶液が、例１のポリマー４０．８ｇ、ヘキサン
３００mL、メタンスルホン酸２．６０ｇ、およびカーボンブラック４０ｇの攪拌混合物に
滴下して添加された。カーボンブラックは表面積１１２ｍ2／ｇおよびＤＢＰＡ６０mL／
１００ｇを有していた。添加が完了した後に、混合物は７０℃に加熱され、そして攪拌が
さらに１時間続けられた。混合物は冷却され、そして水性層が除去された。得られる材料
はポリイソブテニルサクシンイミジルフェニル基を結合した修飾顔料生成物、すなわち修
飾炭素生成物、のヘキサン分散体であった。生成物は多孔質炭素メンブランを有するダイ
アフィルトレーション装置でヘキサンを用いて精製された。
例４　修飾顔料生成物の調製
　水５０ｇ中のＮａＮＯ2１．６０ｇの溶液が、例２のポリマー２６．９ｇ、ヘキサン１
５０mL、メタンスルホン酸２．３２ｇ、およびカーボンブラック２０ｇの攪拌混合物に滴
下して添加された。カーボンブラックは表面積２００ｍ2／ｇおよびＤＢＰＡ１１７mL／
１００ｇを有していた。添加が完了した後に、混合物は７０℃に加熱され、そして攪拌が
さらに１時間続けられた。混合物は冷却され、そして水性層が除去された。得られる材料
はポリイソブテニルサクシンイミジルフェニル基を結合した修飾顔料生成物、すなわち修
飾炭素生成物、のヘキサン分散体であった。生成物は多孔質炭素メンブランを有するダイ
アフィルトレーション装置でヘキサンを用いて精製された。
【００６１】
　上述のように、本発明の修飾顔料生成物は、幅広い種類の用途、特に非水性分散体組成
物および印刷版に有用である。さらなる用途は電気泳動ディスプレイ、インク、コーティ
ングおよびプラスチックスを含む。
【００６２】
　本発明の好適な態様の前述の説明は例示および説明のために示されたものである。開示
されたとおりに本発明を限定しようとするものではない。修正および変更は上述の教示に
照らして可能であり、そして本発明の実施から得られうる。態様は本発明の原理および実
際的な適用を説明するために選ばれ、記述されたものであり、当業者が種々の態様で、そ
して意図された特定の用途に適合するように種々の変更をおこなって本発明を利用するこ
とを可能にするものである。本発明の範囲は特許請求の範囲およびそれらの均等物に規定
されるものである。
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